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「
講
」
特
集  

「
太
子
講
」
○北
・
○下 

 

12
月
に
入
り
、
北
方
部
と
下
大
石
地
域
で
、

聖
徳
太
子
を
祭
る
『
太
子
講
』
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
太
子
講
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
行

事
で
、
男
性
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

北
方
部
の
上
地
域
（
高
谷
・
大
木
下
・
杉
菜

畑
）
は
集
会
所
で
、
下
地
域
（
長
畑
・
谷
神
・

藤
本
）
で
は
宿
（
個
人
宅
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

下
大
石
地
域
で
は
、
出
広
・
倉
波
・
西
舘
・
宮

脇
が
4
集
落
合
同
で
太
子
講
を
行
い
、
台
馬
越

や
三
ノ
輪
は
温
泉
旅
行
を
兼
ね
た
太
子
講
で
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
掛
け
軸
を
お

参
り
し
、
お
餅
な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

        

「
南
方
部
の
講
」
○南 

 

山
の
作
業
の
安
全
祈
願
が
発
祥
と
さ

れ
る
『
山
の
神
講
』
が
、
11
月
25
日
は

坊
ノ
内
集
落
、
12
月
8
日
は
小
坂
集
落

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
坂
集
落
で
は
、

佐
須
の
神
社
で
お
札
を
受
け
、
忘
年
会

を
兼
ね
て
温
泉
で
一
泊
し
ま
し
た
。 

 

広
畑
集
落
で
は
、
12
月
8
日
に
『
八

日
講
』
が
行
わ
れ
、
庚
申
真
言
を
33
回
、

巳
待
真
言
を
17
回
唱
え
ま
し
た
。 

            
「
お
寺
の
講
」
○寺 

 

11
月
30
日
、
大
善
寺
で
『
報
恩
講
』

法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
に

門
徒
に
よ
っ
て
「
お
磨
き
」
や
「
お
飾

り
」
な
ど
の
準
備
が
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
勤
行
（
ご
ん
ぎ
ょ
う
）
や
布
教

師
の
ご
法
話
を
聴
聞
し
、
そ
の
あ
と
、

お
斉
（
と
き
）
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

          

12
月
2
日
は
、
霊
山
寺
で
『
大
師
講
』

が
行
わ
れ
、
天
台
大
師
（
智
顗
）、
伝
教

大
師
（
最
澄
）、
慈
覚
大
師
（
円
仁
）
の

供
養
祭
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

清
海
大
僧
正
ら
に
よ
り
大
供
養
が
執

り
行
わ
れ
、
供
養
終
了
後
に
は
、
檀
家

に
お
斉
の
膳
が
振
る
舞
わ
れ
、
紅
白
の

餅
も
配
ら
れ
ま
し
た
。（
精
） 

           
 

 
大

石

便

り 

1月号 
毎月１回発行 

（第 7 号） 

 

『高砂』を唄う北方部上地域 

北方部下地域は家庭料理で 

三ノ輪は温泉でリラックス 

古い目録も残存 真ん中が聖徳太子像 

坊ノ内の山の神講(上)／真言を唱える(下) 

大師様の供養(上)／約 600 個の餅作り(下) 

宗祖・親鸞聖人への報恩謝徳の

ために営まれる法要 
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「
学
習
発
表
会
に
向
け
て
」 

 

11
月
～
（
大
石
小
学
校
） 

木
村
準
さ
ん
と
大
石
小
児
童 

           

「
交
通
安
全
の
看
板
設
置
」 

 

12
月
2
日
（
大
石
地
区
内
） 

交
通
安
全
協
会
霊
山
分
会 

          

「
大
注
連
縄

し

め

な

わ

架
け
」
○社 

 

12
月
23
日
（
霊
山
神
社
） 

霊
山
神
社
氏
子
総
代 

           

「
年
末
の
大
掃
除
」
○南 

 

12
月
23
日
（
南
方
部
会
館
） 

南
方
部
会 

          

お
便
り 

「
お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン 

ジ
メ
ン
ト
に
挑
む
!!
」 

 

下
大
石
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 菅

野
ケ
イ
子 

 

12
月
26
日
、
年
の
瀬
の
忙
し
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
講
師
に
伊
東
生

花
店
の
渋
谷
洋
子
先
生
を
迎
え
、
お
正

月
に
向
け
て
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
21
名

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
正
月
を
華
や
か

に
飾
り
た
い
と
い
う
想
い
が
み
な
ぎ

っ
て
お
り
ま
し
た
。
先
生
が
一
人
一
人

を
巡
り
、
手
を
取
っ
て
助
言
し
て
下
さ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
す
ば
ら
し

い
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

           

                            

 

京 

暦
ご
よ
み 

（睦
月
） 

【
蹴
鞠

け
ま
り

始
め
】 

 

一
月
四
日
に
下
鴨
神
社
で
行
わ

れ
る
行
事
。
御
所
の
伝
統
芸
能
と
し

て
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
、

京
都
蹴
鞠
保
存
会
が
、
皇
室
と
ゆ
か

り
の
深
い
下
鴨
神
社
で
復
活
し
た
。 

            

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

清
水
寺
で
除
夜
の
鐘
を
聞
き
、
高

台
寺
境
内
で
温
か
い
甘
酒
を
い
た

だ
く
。
そ
ん
な
年
越
し
は
古
都
な
ら

で
は
。
年
が
明
け
る
と
、
「
か
る
た

始
め
」
「
弓
の
引
き
初
め
」
な
ど
、

年
始
行
事
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

専門家の演技指導を受ける児童たち。

保護者や大石の住民の方々も、衣装 

作りなどで協力しています 

 

 

3 日間かけて 3 本の注連縄を作り、大

鳥居などに架けました。また、門松も

2 対作り、本殿などに設置しました 

 

 

女性部、太鼓保存会を合わせた 21 名

が参加し、室内清掃や窓ガラスの水

洗いをして汗を流しました 

 

 

こ
ぼ
れ
話
：
「
子
ど
も
が
小
学
生
を
卒
業
し
た
の
で
、
小
学
校
の
行
事
に
は
行
き
に
く
い
」
と
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
児
童
が
少
な
い
現
在
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加
・
交
流
す
る
こ
と
で
、
小
学
校
の
行
事
に
活
気
が
出
て
い
ま
す
。
（
支
） 

大石小の児童が描いた道路標語の看

板を、交通安全協会で道路端に設置

しました 

正月用ということで、ちょっぴり厳か

な雰囲気になりました 
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き
ら
り
！ 

大
石 

集 

落 

 

阿
久
津
（
あ
く
つ
） 

【
世
帯
数
】
20
世
帯 

【
字
名
】
阿
久
津
、
鳥
居
、
桂
堂
、 

 

梨
木
町
、
反
町
、
滝
ノ
原 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

昔
か
ら
大
石
地
区
の
交
通
の
要

衝
に
位
置
し
、
農
業
を
中
心
に
製

材
、
医
院
、
蹄
鉄
、
メ
リ
ヤ
ス
な

ど
多
種
多
様
な
仕
事
を
起
業
し
、

活
気
あ
る
生
活
を
営
ん
で
い
た
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

阿
久
津
集
会
所
、
稲
荷
様
、
滝

原
遺
跡
、
二
ノ
鳥
居
遺
跡
（
か
つ

て
発
電
所
、
散
宿
所
、
自
動
車
教

習
所
、
稚
蚕
飼
育
所
も
あ
っ
た
） 

【
行
事
】
花
見
（
4
月
）、
旅
行
会

（
10
月
）、
収
穫
祭
（
11
月
）。 

活
動
団
体 

 

大
石
楽
生

ら
く
せ
い

会 

【
代
表
】
大
橋 

万
五
郎
（
杉
菜
畑
） 

【
会
員
数
】
約
180
名 

【
設
立
年
】
不
詳
（
戦
後
） 

【
組
織
】
女
性
部
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
部 

【
お
も
な
活
動
】 

 

だ
ん
ご
さ
し
（
大
石
小
）、
友
愛
訪

問
、
お
寺
の
清
掃
、
初
盆
参
り
、
霊
山

町
文
化
祭
シ
ル
バ
ー
展
出
展
、
慰
安
旅

行
（
春
・
秋
） 

【
一
言
】 

 

み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
仲
良

く
や
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
か
ら
入
れ

る
の
で
、
若
い
世
代
と
も
っ
と
交
流
で

き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

「
交
通
安
全 

親
子
標
語
」 

○
菅
野 

千
里
さ
ん
親
子
（
阿
久
津
） 

「
自
転
車
で 

命
を
守
る 

ヘ
ル

メ
ッ
ト
」 

「
あ
ぶ
な
い
と 

言
う
よ
り
親
が 

ま
ず
手
本
」 

 

○
齋
藤 

匡
翔
く
ん
（
稲
荷
内
） 

「
右
左 

ち
ゃ
ん
と
か
く
に
ん 

わ
た
ろ
う
ね
」 

○
高
野 

倖
さ
ん
（
田
代
） 

「
げ
ん
き
よ
く 

あ
い
さ
つ
し
て

ね 

い
き
か
え
り
」 

○
齋
藤 

萌
々
果
さ
ん
（
稲
荷
内
） 

「
帰
り
道 

二
れ
つ
に
な
っ
て
は 

あ
ぶ
な
い
よ
」 

○
須
田 

智
哉
く
ん
（
右
代
） 

「
自
転
車
に 

乗
る
と
き
必
ず 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
」 

○
大
友 

瑞
咲
さ
ん
（
倉
波
） 

「
き
ら
き
ら
光
る 

反
射
板 

君
の
命
守
っ
て
る
」 

○
大
橋 

美
里
さ
ん
（
西
舘
） 

「
通
学
路 

な
れ
た
道
ほ
ど 

 

危
険
が
い
っ
ぱ
い
」 

 

 

赤
ち
ゃ
ん 

横
山 

夢 ゆ
め

夏 か 

ち
ゃ
ん
（
三
ノ
輪
） 

（
平
成
24
年
8
月
14
日
生
ま
れ
） 

 

両
親
：
横
山 

隆
・
奈
々 

夫
妻 

 

わ
ん
こ 

れ
い
（
メ
ス
・
推
定
10
歳
） 

 

種
類
：
雑
種 

 

飼
い
主
：
大
橋 

一
さ
ん
（
谷
神
） 

ドッグフードより、 

牛乳が大好物だワン 
お風呂大好き。温泉好

きのじっちに似たかな 

昔を知っている人や写真が残っ

ているうちに記録を残そうと編

集され、住民に配布された 

（平成 23 年 5 月発行） 

小正月行事『だんごさし』を

大石小で伝承しながら、児童

との交流を楽しんでいます 
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お
知
ら
せ 

◎
大
石
小
学
校
よ
り 

 

2
月
3
日
、
「
学
習
発
表
会
」
を
開

催
し
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
霊
山
」
を
題
材

に
し
た
児
童
た
ち
の
演
技
を
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
体
育
館
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

第
1
部 

大
石
ふ
れ
あ
い
会
・
芸
能
発
表 

第
2
部 

学
習
発
表
会 

『
桑
の
実
が
見
る
夢
』 

 

 
 

募 

集 

◎
り
ょ
う
ぜ
ん
里
山
が
っ
こ
う
よ
り 

「
よ
ー
子
ば
っ
ぱ
の
発
酵
食
レ
シ
ピ
教
室
」 

 

自
然
食
料
理
研
究
家
の
本
田
洋
子
先

生
に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

○
１
月
21
日
（
月
） 

 
 

キ
ム
チ
つ
く
り
体
験 

○
２
月
18
日
（
月
） 

 
 

梅
干
し
活
用
メ
ニ
ュ
ー
体
験 

○
３
月
19
日
（
月
） 

 
 

終
了
式
（
み
そ
ピ
ッ
ツ
ァ
＆
甘
酒
） 

●
受
講
参
加
費 

各
１
５
０
０
円 

●
申
込
先 

 

里
山
が
っ
こ
う 
高
野 

 

０
２
４(

５
８
７)

１
０
３
２ 

                 

 
 
 

編
集
後
記 

 

新
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

大
石
便
り
を
始
め
て
半
年
が
た
ち

ま
し
た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
記

事
内
容
が
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

偏
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

今
月
か
ら
、
大
石
の
人
や
歴
史
な
ど

に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
支
援
員
が
2
年
間
過
ご
し

た
「
京
都
」
を
記
事
に
し
て
み
ま
し

た
。
福
島
県
へ
の
被
災
地
支
援
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
八
重
の
桜
』
で
も
繋
が

り
が
あ
る
「
京
都
」
。
い
に
し
え
の
地
に

思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

  

1
月 

15(

火) 

初
護
摩
供
養
（霊
山
寺
） 

 
 
 

 
 
 

御
正
忌
法
要
（大
善
寺
） 

16(

水) 

だ
ん
ご
さ
し
（大
石
小
） 

2
月 

3(

日) 

学
習
発
表
会
（大
石
小
） 

17(

日) 

交
通
安
全
祈
願
祭
（霊
山
神
社
） 

 

※
日
程
未
定
の
行
事 

 
 
 

右
代
（
山
の
神
講
）
、
台
馬
越
（初
午
）
、
出
広
・
倉
波
（初
午
） 

注
：
日
時
や
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

 

二
十
四
節
気 

○
小
寒
（
し
ょ
う
か
ん
） 

1
月
5
日
頃
～ 

 
 
 

寒
さ
が
厳
し
く
な
り
始
め
る
頃 

【
寒
の
入
り
、
セ
リ
、
雄
雉
鳴
】 

○
大
寒
（
だ
い
か
ん
） 

1
月
20
日
頃
～ 

 
 
 

寒
さ
が
最
も
厳
し
い
頃 

【
寒
稽
古
、
ふ
き
の
と
う
、
鶏
卵
】 

だんごさし 
 

 

 

 

 

 

小正月の伝統行事で、ミ

ズキの木に団子や飾り物を

して、「五穀豊穣」「一家繁

栄」「無病息災」などを祈

願する。昔は各家庭で団

子を飾り、子どもたちが『団

子くんちコンコン』と回って

きたりした。福島以外で

は、宮城、山形、新潟など

で行われている。 

行  

事 

予 

定 

連絡先 

960-0893 伊達市霊山町掛田字段居 45  霊山総合支所 総務担当  地域おこし支援員 樋口健司 

TEL：024-586-3401  FAX：024-586-2144  E-mail：kenji-higuchi@city.date.fukushima.jp 

次号の編集会議は、 

★2/1(金) 19:00～（ふれあいセンター） 

（新年会の写真や記事などありませんか。皆

様の投稿、お待ちしています。） 

次号(2 月号)は、2/14(木)発行予定 

【今月の記事・写真の投稿】 

村松初さん、大石精さん、菅野ケイ子さん、

菅野勝司さん（掲載順） 

 

ありがとう 

ございました。 
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「
感
動
の
学
習
発
表
会
」 

 

2
月
3
日
、
大
石
小
学
校
で
学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
相
馬
市
で

活
動
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
3.11
こ
ど
も
文
庫
」
（
蟹
江
杏
代
表
）
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
で
、
演
出
家
・
木
村
準
氏
ら
の
演
技
指
導
に
よ
り
、「
ふ
る
さ
と
霊

山
」
を
題
材
に
し
た
演
劇
『
桑
の
実
が
見
る
夢
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

マ
ル
ベ
リ
ー
（
英
語
で
「
桑
、
桑
の
実
」
の
意
）
と
い
う
名
の
少
女
を

中
心
に
、
少
年
、
老
人
、
家
族
、
養
蚕
、
伝
統
文
化
、
精
霊
、
自
然
、
そ

し
て
霊
山
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
大
石
小
の
児
童
た
ち
が
た
く
ま
し
く
「
ふ

る
さ
と
で
生
き
て
い
く
」
こ
と
を
、
心
と
体
で
表
現
し
ま
し
た
。 

 

児
童
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
諭
、
都
会
か
ら
来
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
地
域
住
民
に
も
、
心
に
刻 

ま
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

  

大
石
小
の 

         

「
だ
ん
ご
さ
し
で
交
流
」 

 

1
月
16
日
、
大
石
小
学
校
体
育
館
で
、

小
正
月
行
事
『
だ
ん
ご
さ
し
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

大
石
楽
生
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

児
童
た
ち
と
一
緒
に
団
子
作
り
や
飾
り

つ
け
を
行
い
、
千
本
杵
に
よ
る
餅
つ
き

も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
餅
つ
き
後
は
、

み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
、
き
な
粉
餅
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

大
石
地
区
に
残
る
伝
統
行
事
を
伝
え

な
が
ら
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
交
流

が
深
ま
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

              

「
大
石
ふ
れ
あ
い
会
が
賛
助
出
演
」 

 

第
一
部
で
は
、
大
石
ふ
れ
あ
い
会
が

賛
助
出
演
と
し
て
芸
能
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
院
主
き
ら
く
会
の
『
お
ら
ほ

の
体
操
』
や
、
菅
野
幸
男
夫
婦
の
『
お

し
ど
り
道
中
』
な
ど
、
12
演
目
が
披

露
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

 
大

石

便

り 

２月号 
毎月１回発行 

（第８号） 

 

つき立てのお餅を食べ

ながら楽しく交流 

一緒に団子や風船、短

冊、などを飾りつけ 

低学年のかわいい猛獣

たち（左上）、会場の体

育館はいっぱい（左下） 

衣装作り（左上）と本

番のメイク（左下）で

は保護者も協力 

色鮮やかな衣装で、賑やかな舞台に 

主役で頑張った少年・少

女（右上）、霊山太鼓な

どの伝統も披露（右下） 

東京から来た木村準さ

ん（右上）、指導に熱の

入る教師陣（右下） 
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「
初
護
摩
供
養
」
○寺 

 

1
月
15
日
（
霊
山
寺
） 

霊
山
寺
住
職
ほ
か 

           

「
御
正
忌
法
要
」
○寺 

 

1
月
15
日
（
大
善
寺
） 

大
善
寺
住
職
、
義
信
会 

          

「
サ
ロ
ン
新
年
会
」
○北 

 

1
月
21
日
（
北
方
部
会
館
） 

北
方
部
女
性
サ
ロ
ン 

           

「
霊
山
学
・
最
終
回
」 

 

1
月
25
日
（
霊
山
中
央
公
民
館
） 

大
橋
喜
博
さ
ん
（
杉
菜
畑
） 

          

お
便
り 

「
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
よ
う
に
」 

 

大
石 

精
（
倉
波
） 

 

1
月
20
日
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

平
成
と
、
一
世
紀
を
生
き
て
き
た
詩

人
・
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
が
、
101
歳
で
天
寿

を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ヨ
さ
ん
は
90

歳
か
ら
詩
作
を
始
め
、
98
歳
で
処
女
詩

集
を
出
版
し
ま
し
た
。 

 

私
も
年
金
生
活
に
入
り
ま
し
た
が
、

ト
ヨ
さ
ん
の
年
齢
ま
で
30
年
以
上
あ

り
、
ト
ヨ
さ
ん
か
ら
み
れ
ば
、
ま
だ
ま

だ
子
ど
も
で
す
。
今
後
も
健
康
に
気
を

遣
い
な
が
ら
、
ト
ヨ
さ
ん
み
た
い
な
素

敵
な
人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

『貯
金
』  

柴
田
ト
ヨ 

私
ね 

人
か
ら 

や
さ
し
さ
を
貰
った
ら  

心
に
貯
金
し
て
お
く
の 

さ
び
し
く
な
った
時
は 

そ
れ
を
引
き
出
し
て 

元
気
に
な
る 

あ
な
た
も  

今
か
ら
積
ん
で
お
き
な
さ
い 

年
金
よ
り 

い
い
わ
よ 

（詩
集
《く
じ
け
な
い
で
》よ
り
） 

                              

 

京 

暦
ご
よ
み 

（如
月
） 

【
冬
の
京
都
】 

 

神
社
や
名
刹
が
雪
化
粧
す
る
京

都
。
写
真
は
世
界
遺
産
の
金
閣
寺
。

2

月
は
各
地
で
節
分
が
行
わ
れ
、

「
豆
ま
き
」
を
は
し
ご
で
き
る
。
同

時
に
行
わ
れ
る
「
狂
言
」
も
見
所
。 

            

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

「
京
都
の
冬
は
寒
い
」
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
東
北
の
寒
さ
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
2
月
は
観
光
客
が
最
も

少
な
い
時
期
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
観

光
し
た
い
方
は
、
静
か
な
こ
の
時
期

が
最
適
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

新年に当り、家内安全、家運招隆、家

業繁栄、五穀豊饒等を祈念する護摩供

養が厳修され、檀家が参拝した 

 

お昼は団子汁を作り、持ち寄りの漬

物などをいただきながら歓談。午後

は、マフラー作りで楽しんだ 

 

霊山ニンジン会事務局長の大橋喜博

さんが講師を務め、霊山ニンジンの

効能や商品などの話をされた 

 

 

 

こ
ぼ
れ
話
：
成
人
式
を
取
材
し
た
支
援
員
で
し
た
が
、
大
石
の
20
歳
の
若
者
が
1
人
も
わ
か
ら
ず
、
成
人
式
の
記
事
は
断
念
し
ま
し
た
。
名
簿
に
よ
る
と
、
大
石
出
身
の
新
成
人
は
13
名
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
（
支
） 

親鸞聖人の命日に、大善寺門徒「義

信会」が営む御正忌法要。法要終了

後には、義信会の総会が行われた 
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集 

落 

 

稲
荷
内
（
い
な
り
う
ち
） 

【
世
帯
数
】
28
世
帯 

【
字
名
】
稲
荷
内
、
西
ノ
入
（
平
、

下
川
原
） 

【
組
織
、
団
体
】
婦
人
会
（
有
志
）、

稲
荷
内
生
花
ク
ラ
ブ 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

東
に
代
皇
山
、
西
に
広
瀬
川
が
流

れ
る
。
集
落
に
咲
く
枝
垂
れ
桜
は
三

春
の
滝
桜
が
由
来
。
現
在
、
大
石
小

児
童
7
名
は
大
石
で
は
最
多
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

稲
荷
内
集
会
所
、
稲
荷
様 

（
か
つ
て
は
駐
在
所
、
精
米
所
、

発
電
所
の
事
務
所
が
あ
っ
た
） 

【
行
事
】
婦
人
会
旅
行
（
2
月
）、

古
峯
明
神
祭
礼
・
合
同
（
4
月
）、

稲
荷
様
祭
礼
（
9
月
） 

活
動
団
体 

 

R･

虹
の
会 

【
種
類
】
ス
ポ
ー
ツ
民
謡 

【
代
表
】
大
橋
幸
子
（
長
畑
） 

【
会
員
数
】
15
名 

【
設
立
】
平
成
2
年
、「
霊
山
賛
歌

を
踊
る
会
」
と
し
て
発
足 

【
練
習
日
】
毎
週
水
曜
日 

【
お
も
な
活
動
】 

 

大
石
小
運
動
会
、
敬
老
会
、
町
文
化

祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
。
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
介
護
福
祉
施
設
へ
の
慰
問

活
動
な
ど
（
年
15
回
程
度
） 

【
一
言
】 

 

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
踊
り
な

が
ら
、
毎
年
新
し
い
曲
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
長
く
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

 

風
物
詩 

大
石
の
雪
景
色 

  

き
ら
り
！ 

大
石 

わ
ん
こ 

チ
ー
ズ
（
オ
ス
・
8
ヶ
月
） 

 

種
類
：
マ
ル
チ
ー
ズ 

 

飼
い
主
：
大
橋 

マ
ツ
エ
さ
ん
（
西
舘
） 

野菜やフルーツが大好

きなヘルシー犬です 

史跡名勝の多い大石地区の雪景

色には情緒があるものが多い。

（写真は、八百萬大神の石碑群） 

大正時代の伊達蚕種合名会社の

「日下蚕館」。写真は東大教授が

知事と共に視察（車はフォード） 

  当館を、視察に来館 

大石小学校の学習発表会で、賛

助出演した R・虹の会。『東北

音頭』を披露した 

「
サ
ロ
ン
っ
て
？
」 

Ｑ
：
サ
ロ
ン
っ
て
何
？ 

Ａ
：
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

推
進
す
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
事
業
で
す
。 

Ｑ
：
誰
が
対
象
な
の
？  

Ａ
：
地
域
住
民
み
ん
な
が
対
象
で

す
。
高
齢
者
、
子
育
て
、
障
害

者
な
ど
タ
イ
プ
は
い
ろ
い
ろ
。 

Ｑ
：
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
？ 

Ａ
：
お
し
ゃ
べ
り
や
お
茶
、
運
動

や
ゲ
ー
ム
な
ど
。
や
り
た
い
こ

と
を
み
ん
な
で
相
談
し
て
。 

Ｑ
：
場
所
は
ど
こ
で
や
る
の
？ 

Ａ
：
集
会
所
な
ど
、
み
ん
な
が
歩

い
て
行
け
る
よ
う
な
場
所
で
。 

Ｑ
：
補
助
は
さ
れ
る
の
？ 

Ａ
：
一
月
千
円
（
年
6
回
以
上
で
1

万
5
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。 

Ｑ
：
手
続
き
は
た
い
へ
ん
？ 

Ａ
：
申
込
み
時
に
申
請
書
や
年
間
計

画
書
、
終
了
時
に
報
告
書
の
提
出

は
あ
り
ま
す
が
、
書
類
は
簡
易
で

す
。
年
度
ご
と
の
申
請
で
、
来
年

度
分
は
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。 

※
詳
し
く
は
、
社
協
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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募 

集 

◎
北
方
部
地
域
活
動 

推
進
委
員
会
よ
り 

 

北
方
部
住
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
を

兼
ね
て
、「
北
方
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

○
日
時
：
3
月
10
日
（
午
後
5
時
） 

○
会
場
：
カ
ラ
シ
マ
ボ
ウ
リ
ン
グ 

担
当
：
大
橋 

喜
一 

 

※
ま
だ
お
申
し
込
み
で
な
い
方
は
、 

 
 

各
班
の
活
動
推
進
委
員
ま
で
。 

 

◎
里
山
が
っ
こ
う
よ
り 

 

震
災
や
原
発
事
故
に
負
け
な
い
た
め

に
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
合
唱
の
力
」
と
し

て
『
里
山
合
唱
団
』
を
結
成
し
ま
し
た
。 

 

3
月
31
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に

向
け
て
、
合
唱
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
合
唱
が
好
き
な
方
、
関
心
の
あ
る

方
は
、
気
軽
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

○
毎
週
土
曜
日
（
午
後
1
時
30
分
～
） 

○
合
唱
指
導
は
佐
藤
香
先
生 

○
申
込
先 

 

里
山
が
っ
こ
う 
高
野 

 

０
２
４(

５
８
７)

１
０
３
２ 

         

 
 
 

編
集
後
記 

 

大
石
小
学
校
の
「
学
習
発
表
会
」
は

見
に
行
か
れ
ま
し
た
か
。
劇
団
の
よ

う
な
厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
臨
ん
だ

発
表
会
は
、
素
晴
ら
し
い
合
唱
と
演

技
で
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

200
人
の
地
域
住
民
が
詰
め
掛
け
た

会
場
の
熱
気
も
、
子
ど
も
た
ち
に
伝

わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
音
響
や
照
明
な
ど
の
舞
台

作
り
も
素
晴
ら
し
く
、
プ
ロ
の
手
に
掛

か
る
と
、
こ
う
も
変
わ
る
も
の
な
の
か

と
、
感
服
す
る
ば
か
り
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
「
本
物
」
に
触
れ
る
機
会

の
必
要
性
と
継
続
性
を
、
改
め
て
再

確
認
し
ま
し
た
。
（
支
） 

  

2
月 

17(

日) 

交
通
安
全
祈
願
祭
（霊
山
神
社
） 

 
 
 

 
 
 

山
の
神
講
（右
代
） 

24(

日) 

熊
野
様
参
拝(
山
形
県
南
陽
市) 

  
 
 

 
 

霊
山
道
先
案
内
人
会
・総
会 

3
月 

1(

金) 

学
校
評
議
員
会
（大
石
小
） 

6(

水) 

霊
山
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
・終
了
式 

10(

日) 

北
方
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会 

17(

日) 

初
午(

台
馬
越
、
出
広
・倉
波
で
は
稲
荷
様
祭
礼) 

 
 

注
：
日
時
や
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

二
十
四
節
気 

○
立
春
（り
っ
し
ゅ
ん
） 

2
月
4
日
～ 

 
 

少
し
ず
つ
寒
さ
が
緩
み
始
め
頃 

【
東
風
、
ウ
グ
イ
ス
、
春
一
番
】 

○
雨
水
（う
す
い
） 

2
月
18
日
頃
～ 

 
 

雪
か
ら
雨
に
変
わ
り
始
め
る
頃 

【
土
潤
う
、
霞
立
つ
、
草
木
萌
え
】 

 

山神 

相馬郡飯館村の虎捕山

に鎮座する山津見神社は、

永承6年（1051年）創立の

古社。山の神を祭る神社

で、山仕事や農業の守護、

産業守護などを司る。 

大石地区内にも信仰して

いる集落は多く、石碑など

があちこちで見られる。 

行  

事 

予 

定 

連絡先 

960-0893 伊達市霊山町掛田字段居 45  霊山総合支所 総務担当  地域おこし支援員 樋口健司 

TEL：024-586-3401  FAX：024-586-2144  E-mail：kenji-higuchi@city.date.fukushima.jp 

次号の編集会議は、 

★3/1(金) 19:00～（ふれあいセンター） 

（子ども、家族、昔の写真、総会の予定など

ありませんか。情報をお待ちしています。） 

次号(3 月号)は、3/14(木)発行予定 

【今月の記事・写真の投稿】 

大石精さん、村松初さん、日下園子さん（掲

載順） 

 

ありがとう 

ございました。 
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「
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
・
終
了
式
」 

 

3
月
6
日
、
『
霊
山
生
き
生
き
ク
ラ

ブ
・
終
了
式
』
が
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

生
き
生
き
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
5
月
か

ら
月
2
回
（
計
20
回
）
開
催
さ
れ
、
う

ち
わ
作
り
や
映
画
鑑
賞
、
移
動
学
習
（
土

湯
温
泉
）
な
ど
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い

一
年
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
は
今
年
度
最
後
の
『
終
了
式
』

で
、
霊
山
総
合
支
所
副
支
所
長
や
民
生

委
員
さ
ん
等
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

終
了
式
後
、
佐
藤
ミ
ス
ズ
さ
ん
（
小
坂
）

に
よ
る
舞
踊
や
「
仲
良
し
音
頭
」
で
楽
し
み
、
午
後
は
、
大
橋
萬
喜
さ
ん
（
高

谷
）
が
撮
り
た
め
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
一
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

※
来
年
度
の
募
集
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
詳
細
は
4
ペ
ー
ジ
） 

        

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」 

 

3
月
3
日
、
大
石
小
学
校
体
育
館
で

『
霊
山
公
民
館
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
石
地
区
の
3
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

男
子
3
名
・
女
子
5
名
の
混
合
チ
ー
ム

で
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優
勝

は
下
大
石
、
準
優
勝
が
南
方
部
、
3
位

が
北
方
部
チ
ー
ム
で
し
た
。 

 

中
学
生
か
ら
60
代
ま
で
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
年
代
が
揃
い
、
熱
の
入

っ
た
プ
レ
ー
の
中
、
笑
顔
で
楽
し
い
交

流
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。（
初
） 

                

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
で
競
技
大
会
」 

 

2
月
17
日
、
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
、
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
霊
山
支

部
に
よ
る
新
春
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
14
名
が
、
8
メ
ー
ト

ル
の
距
離
か
ら
的
に
向
か
っ
て
吹
矢
を

吹
き
、
得
点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

表
彰
式
で
は
、
賞
状
や
参
加
賞
な
ど

が
贈
呈
さ
れ
、
大
会
後
に
は
、
昼
食
を

食
べ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。（
精
） 

【
男
子
の
部
】 

優
勝
：
大
橋
重
治
さ
ん
（
出
広
） 

2
位
：
八
巻
良
一
さ
ん
（
出
広
） 

3
位
：
大
橋
茂
美
さ
ん
（
西
舘
） 

【
女
子
の
部
】 

優
勝
：
菅
野
豊
子
さ
ん
（
泉
原
地
区
） 

2
位
：
高
橋
淳
子
さ
ん
（
小
国
地
区
） 

3
位
：
佐
藤
淳
子
さ
ん
（
掛
田
地
区
） 

      

３月号 
毎月１回発行 

（第９号） 

 

 
大

石

便

り 

 

生き生きクラブ会員や民生委員、霊山総合

支所副支所長、スタッフで記念撮影 

「仲良し音頭」で元気よく 

千葉会長より皆勤賞の授与 

みんなでビデオ鑑賞 

楽しみながらも、地区の名誉のた

めにみんな一生懸命 

 

槻林恵美子さん（院主）

の選手宣誓でスタート 

 

真剣な表情で競技に臨む参加者たち。

スポーツ吹矢式呼吸法で、集中力と 

健康増進もアップ 
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「
中
山
間
地
域
を
考
え
る
」 

 

1
月
23
日
（
伊
達
市
役
所
） 

地
域
お
こ
し
支
援
員 

           

「
交
通
安
全
祈
願
祭
」
○社 

 

2
月
16
日
（
霊
山
神
社
） 

交
通
安
全
協
会
霊
山
分
会 

          

「
山
の
神
講
」
○南 

 

2
月
17
日
（
右
代
集
落
） 

山
神
塔
・
右
代
集
会
所 

           

「
鮭
の
稚
魚
を
放
流
」 

 

2
月
20
日
（
祓
川
・
三
ノ
輪
橋
） 

大
石
小
１
・
２
年
生
の
児
童 

          

お
便
り 

「
稲
荷
内
婦
人
部
で
親
睦
」 

菅
野 

リ
ン
子
（
稲
荷
内
） 

 

1
月
、
婦
人
部
で
新
年
会
を
開
き
、

今
年
の
目
標
を
話
し
合
い
、
懇
親
会
で

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

2
月
17
～
18
日
に
は
、
阿
武
隈
急

行
に
乗
っ
て
、
福
島
駅
界
隈
の
商
店
街

で
散
策
や
食
事
を
し
ま
し
た
。
暇
な
よ

う
で
も
な
か
な
か
出
来
な
い
事
で
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
土
湯
温
泉
に
一
泊
し
、
日
頃
の

疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。 

              

                    

 

京 

暦
ご
よ
み 

（弥
生
） 

【
梅
】 

 

梅
に
所
縁
の
あ
る
名
所
が
多
い

京
都
。
梅
を
愛
し
た
菅
原
道
真
公

が
、
北
野
天
満
宮
か
ら
太
宰
府
へ
下

る
際
に
詠
ん
だ
「
東
風
吹
か
ば 

匂

ひ
お
こ
せ
よ 

梅
の
花 

主
な
し

と
て 

春
を
忘
る
な
」
は
有
名
。 

 

ま
た
、
下
鴨
神
社
に
あ
る
梅
は
、

尾
形
光
琳
作
の
「
紅
白
梅
図
屏
風
」

の
モ
デ
ル
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

           

下
鴨
神
社
「
光
琳
の
梅
」 

こ
ぼ
れ
話
：
昔
、
大
石
の
銀
座
（
？
）だ
っ
た
と
い
う
院
主
部
落
に
は
2
軒
の
お
産
婆
さ
ん
（
助
産
師
）
が
い
て
、
地
元
の
人
は
「
取
り
上
げ
ば
っ
ぱ
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。 

伊達市議の『中山間地域を考える会』

の活動報告会で、大石地区での活動事

例や課題などを発表しました 

 

小学校の水槽などで卵の孵化から育て

た鮭の稚魚を、『広瀬川に鮭を戻す会』

の協力で、祓川に放流しました 

 

霊山管内（大石・泉原・中川）の交通

事故ゼロと会員の安全を願い、神前に

玉串を奉げて祈願を行いました（初） 

 

雪が残る中、『山の神講』が行なわれ

ました。時代とともに形は変わりまし

たが、伝統を守り続けています（節） 

新年会では、持ち寄

りの料理で懇親 

 

美味しい料理を

いただきました 
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き
ら
り
！ 

大
石 

集 

落 

 

院
主
（
い
ん
ず
） 

【
世
帯
数
】
34
世
帯 

【
字
名
】
院
主
、
近
江
屋
敷
、
落
合
、

小
和
清
水
、
桐
ノ
口
、
古
屋
舘 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

神
社
や
お
寺
を
中
心
に
、
比
較

的
新
し
く
移
住
し
て
き
た
人
が
商

売
な
ど
を
始
め
た
。
名
字
が
多
彩
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

霊
山
神
社
、
大
善
寺
、
薬
師
堂
、

院
主
坊
・
清
水
坊
、
南
方
部
会
館

（
か
つ
て
は
旅
館
、
呉
服
屋
、
下
駄

屋
、
蹄
鉄
屋
、
寺
子
屋
な
ど
も
あ
り
、

寺
門
市
が
行
な
わ
れ
て
い
た
） 

【
行
事
】
薬
師
堂
祭
礼
（
5
月
）、

芋
煮
会
（
10
月
） 

活
動
団
体 

 

消
防
団 

伊
達
市
消
防
団
霊
山
支
団 

■
第
三
分
団
第
一
部 

 

○
地
域
：
南
方
部
、
北
方
部 

 

○
団
員
：
24
名 

 

○
部
長
：
大
橋
倍
巳
（
院
主
） 

■
第
三
分
団
第
二
部 

 
○
地
域
：
下
大
石 

 

○
団
員
：
12
名 

 

○
部
長
：
菅
野
善
一
（
宮
脇
） 

【
お
も
な
活
動
】 

 

夜
警
（
金
曜
夜
）、
中
継
送
水
訓

練
、
初
午
行
事
な
ど 

※
現
在
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て 

 

い
ま
す
（
随
時
） 

～ 

農
時
暦
（
春
）
～ 

【
3
月
】 

○
水
田
：
種
も
み
準
備
（
彼
岸
頃
） 

○
畑
：
畑
起
こ
し
、
エ
ン
ド
ウ
の 

 

追
肥
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
付
け 

○
果
樹
：
桃
・
柿
な
ど
の
剪
定  

【
4
月
】 

○
水
田
：
田
起
こ
し
、
播
種
・
育
苗 

○
畑
：
野
菜
の
種
も
の
準
備
・
育 

 

苗
、
エ
ン
ド
ウ
の
支
柱
立
て 

○
果
樹
：
芽
選
り
、
花
選
り 

【
5
月
】 

○
水
田
：
く
ろ
つ
け
（
畦
塗
り
）、 

 

代
掻
き
、
田
植
え 

○
畑
：
野
菜
の
苗
定
植
、
エ
ン
ド 

 

ウ
の
収
穫 

 

赤
ち
ゃ
ん 

大
橋 

莉
子

り

こ 

ち
ゃ
ん
（
杉
菜
畑
） 

（
平
成
24
年
3
月
3
日
生
ま
れ
） 

 

両
親
：
大
橋 

勇
雄
・
理
笑 
夫
妻 

 

わ
ん
こ 

チ
ビ
（
メ
ス
・
推
定
5
～
8
歳
） 

 

種
類
：
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ダ
ッ
ク
ス
フ
ン
ド 

 

飼
い
主
：
佐
藤 

顕
次
さ
ん
（
右
代
） 

かまってもらいたくて

うんとよく吼える 
万五郎さん・サツさん

の 4 番目のひ孫です 

 

約 40 年前の太子講。雪が降る中、

若者がふんどし姿で餅をつく姿が

印象的 

霊山を背景に田植え 

空気が乾燥しているので、火の

元には十分ご注意ください 
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お
知
ら
せ 

◎
「
友
よ
～ 

あ
の
日
か
ら
」 

コ
ン
サ
ー
ト
♪ 

○
3
月
31
日
（
日
）
13
時
30
分
開
演 

○
1
部
：
民
族
歌
舞
団
荒
馬
座
と
霊
山 

 

太
鼓
等
の
公
演 

 

2
部
：「
友
よ
～ 

あ
の
日
か
ら
」
合 

 

唱
団
等 

○
り
ょ
う
ぜ
ん
里
山
が
っ
こ
う
大
広
間 

○
入
場
料
500
円
（
中
学
生
以
下
無
料
） 

■
問
合
せ
先 

 

里
山
が
っ
こ
う 

高
野 

 

０
２
４(

５
８
７)

１
０
３
２  

 

募 

集 

◎
霊
山
生
き
生
き
ク
ラ
ブ 

○
毎
月 

第
１
・
３
水
曜
日 

○
午
前
10
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分 

○
霊
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

○
概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方 

○
参
加
費
無
料
（
た
だ
し
、
材
料
等
の 

 

必
要
経
費
は
実
費
で
い
た
だ
き
ま
す
） 

○
バ
ス
送
迎
あ
り
（
無
料
） 

■
問
合
せ
先 

 

霊
山
総
合
支
所 

福
祉
担
当 

 

０
２
４(

５
８
６)

３
４
０
３ 

                    

 
 
 

編
集
後
記 

 

3
月
に
入
り
、
各
地
で
終
了
式
や

総
会
な
ど
が
開
か
れ
、
今
年
度
も
終

わ
り
に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
小
学

校
の
卒
業
式
も
ま
も
な
く
で
す
。 

 

終
わ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
始
ま
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
気
候
が
暖
か
く
な

る
と
と
も
に
始
ま
る
の
が
、
農
作
業
で

す
が
、
農
家
さ
ん
が
田
ん
ぼ
や
畑
で

何
の
作
業
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
あ
ま

り
よ
く
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
簡
単
な
農
事
暦
を
記
載
し
ま

し
た
の
で
、
田
畑
で
の
作
業
を
見
か
け

た
ら
、
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
桜

の
花
が
咲
く
頃
は
、
何
を
や
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
（
支
） 

  

３
月 

17
（日
） 
初
午 

※
台
馬
越
、
出
広
・
倉
波
で
は
稲
荷
様
祭
礼 

 
 
 

 
 
 

南
方
部
会
・総
会
（南
方
部
会
館
） 

22
（金
） 

卒
業
式
・第
三
学
期
終
了
式
（大
石
小
） 

23
（土
） 

北
方
部
行
政
区
・総
会
（北
方
部
会
館
） 

30
（土
） 

大
石
小
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
関
東
公
演 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（埼
玉
県
飯
能
市
・自
由
の
森
学
園
）  

31
（日
） 

「友
よ
～ 

あ
の
日
か
ら
」コ
ン
サ
ー
ト
（里
山
が
っ
こ
う
） 

４
月 

3
（水
） 

大
石
楽
生
会
・春
の
親
睦
旅
行
（～
4
日
・横
向
温
泉
） 

8
（月
） 

入
学
式
（大
石
小
） 

二
十
四
節
気 

○
啓
蟄
（
け
い
ち
つ
） 

3
月
5
日
頃
～ 

 
 
 

大
地
が
温
ま
り
、
虫
が
穴
か
ら
出
て
く
る
頃 

【虫
・蝶
、
桃
花
】 

○
春
分
（
し
ゅ
ん
ぶ
ん
） 

3
月
20
日
頃
～ 

 
 
 

昼
と
夜
の
長
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
頃 

【雀
、
桜
、
春
雷
】 

 

初午（はつうま） 
 

 初午の日には、稲荷神を

祀る行事が行われ、五穀

豊穣などが祈願される。 

 初午の日に、消防団員

が各家庭を回って火の用

心を呼びかけ、お札を配る

習慣がある地方もあり、大

石地区でも行われている。 

行  

事 

予 

定 

連絡先 

960-0893 伊達市霊山町掛田字段居 45  霊山総合支所 総務担当  地域おこし支援員 樋口健司 

TEL：024-586-3401  FAX：024-586-2144  E-mail：kenji-higuchi@city.date.fukushima.jp 

次号の編集会議は、 

★3/29(金) 19:00～（ふれあいセンター） 

（各総会で決まったことなど、耳寄りな情報

を募集しています。） 

次号(4 月号)は、4/11(木)発行予定 

【今月の記事・写真の投稿】 

村松初さん、大石精さん、小林節子さん、菅野

りん子さん、大橋忠正さん、大橋万五郎さん 

 

ありがとう 

ございました。 

新築の水揚げ式 
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「
大
石
小
の
年
度
末
行
事
」 

 

3
月
22
日
、
大
石
小
学
校
で
「
卒
業

式
」
が
行
な
わ
れ
、
9
名
の
児
童
が
卒
業

し
ま
し
た
。
ま
た
3
月
27
日
は
、
大
石

小
教
員
の
「
離
任
式
」
が
行
な
わ
れ
、
校

長
と
3
名
の
教
諭
が
異
動
・
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
両
式
と
も
、
在
校
生
が
学
習
発
表

会
の
思
い
出
の
曲
を
歌
い
な
が
ら
、
卒
業

生
や
先
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。 

 

 

3
月
30
日
に
は
、
自
由
の
森
学
園
（
埼

玉
県
飯
能
市
）
で
、
学
習
発
表
会
で
演
じ

ら
れ
た
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
『
桑
の

実
が
見
る
夢
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
観
客
に
よ
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
感
動
に
包
ま
れ
た
埼
玉
公
演
と
な
り
ま
し
た
。 

         

「
初
午
行
事
」 

 

3
月
17
日
、
初
午
に
関
わ
る
祭
礼
や

行
事
が
、
地
区
住
民
や
消
防
団
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

台
馬
越
集
落
で
は
、
代
皇
山
の
中
腹

に
鎮
座
す
る
稲
荷
神
社
で
初
午
の
祭
礼

が
行
な
わ
れ
、
足
立
宮
司
に
よ
る
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

出
広
集
落
と
倉
波
集
落
は
合
同
で
、

竹
ノ
下
地
内
に
あ
る
稲
荷
大
明
神
で
祭

礼
を
行
な
い
、
晴
海
大
僧
正
に
よ
る
五

穀
豊
穣
、
家
内
安
全
の
祈
祷
が
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。 

                

 

ま
た
、
消
防
団
で
は
、
大
石
地
区
内

に
あ
る
消
火
栓
の
点
検
作
業
や
放
水
訓

練
を
行
い
、
屯
所
前
で
は
師
団
長
ら
に

よ
る
訓
示
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

          

「
総
会
」
○南
○北 

 

3
月
17
日
、
南
方
部
会
、
婦
人
部
、

太
鼓
保
存
部
の
総
会
が
、
南
方
部
会
館

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
南
方
部
会
で
は
、

納
涼
祭
や
研
修
旅
行
、
夏
の
草
刈
り
な

ど
を
今
年
度
も
継
続
し
、
婦
人
部
で
も

例
年
通
り
、
南
方
部
会
へ
の
協
力
を
行

な
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

3
月
23
日
に
は
北
方
部
会
館
で
、
北

方
部
行
政
区
と
太
鼓
保
存
会
の
総
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
春
の
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
夏
の
納
涼
祭
、
秋
の
芋
煮
会
、

新
規
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
換
会
、
そ
し
て

霊
山
太
鼓
ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
大

石

便

り 

4 月号 
毎月１回発行 

（第 10 号） 

思い出の曲で卒業生を送る 

 

出広集会所に移り、お神酒を

頂きながら直会を行なう 

足立宮司から受けた 

玉串を神様に捧げる 

消火栓の点検後、放水訓練を行な

う消防団員（出広付近） 

校長より卒業証書が授与される 

お世話になった先生を花道で 

 

福島県出身の高校生と一緒に 
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「
ひ
な
祭
り
交
流
」 

 

3
月
9
日
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

 

藤
間
流 

藤
由
貴
会 

           

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
親
睦
」
○北 

 

3
月
10
日
（
カ
ラ
シ
マ
ボ
ウ
ル
） 

北
方
部
活
動
推
進
委
員
会 

          

「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
」 

 

3
月
24
日
（
田
代
地
内
） 

交
通
安
全
協
会
霊
山
分
会 

           

「
プ
ロ
の
伝
統
芸
を
堪
能
」 

 

3
月
31
日
（
里
山
が
っ
こ
う
） 

荒
馬
座
、
合
唱
団
ほ
か 

          

近
隣
情
報 

（
石
田
地
区
） 

「
春
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
」 

 

「
石
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
」
は
昨
年

9
月
に
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
性
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
4
月

21
日
に
地
域
美
化
活
動
の
一
環
で
『
霊

山
登
山
道
清
掃
大
作
戦
』
（
地
域
活
性

化
委
員
担
当
）
を
行
な
い
ま
す
。 

 

ま
た
4
月
19
日
～
21
日
の
期
間

に
は
、『
春
の
ふ
れ
あ
い
展
示
会
』（
健

康
福
祉
委
員
会
担
当
）
を
、
石
戸
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
住
民

の
方
が
作
っ
た
花
や
手
芸
品
、
工
芸
品
、

絵
、
習
字
な
ど
、
自
慢
の
も
の
を
持
ち

寄
っ
て
展
示
い
た
し
ま
す
。 

 

「
石
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
」
は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
一
年
生
で
す

が
、
石
田
地
区
の
地
域
振
興
の
た
め
に

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。 

（
地
域
お
こ
し
支
援
員 

門
馬 

照
） 

      

                        

 

京 

暦
ご
よ
み 

（卯
月
） 

【
京
桜
】 

 

桜
の
名
所
が
数
多
く
あ
る
京
都
。

平
野
神
社
、
醍
醐
寺
、
仁
和
寺
、
京

都
御
苑
、
哲
学
の
道
の
ほ
か
、
市
内

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
赴
き
の
あ
る

桜
が
咲
い
て
い
る
。 

           

鴨
川
沿
い
の
桜 

～ 

京
・
放
浪
記 

～ 

 

平
安
神
宮
の
庭
園
「
神
苑
」
に
咲

く
八
重
紅
枝
垂
れ
桜
は
、
上
品
で
美

し
い
花
び
ら
が
印
象
的
で
す
。
こ
れ

は
「
伊
達
家
の
桜
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
桜
を
、
平
安
神
宮
の
創
建
に
あ
た

り
、
明
治
時
代
の
仙
台
市
長
が
苗
木

を
寄
贈
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

地域の皆様を励まそうと藤由貴会が

初めて企画した交流会。「花笠音頭」

を見た子どもたちはノリノリでした 

 

 

生活道路の安全を願いカーブミラー

を設置。事業主会より寄贈された思い

を受け、事故ゼロの実現を目指します 

 

老若男女が交流できる場を作ろうと、

新規イベントとして『ボウリング交換

会』が開催されました 

東京で活動する民族歌舞団『荒馬座』 

が様々な伝統芸能を披露。第二部では、

地元住民で編成された合唱団も熱唱 

 

 

こ
ぼ
れ
話
：
北
方
部
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
は
想
像
以
上
に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
か
ら
「
次
は
い
つ
や
る
ん
だ
？
」
と
言
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
参
加
者
26
人
中
21
人
が
「
大
橋
」
さ
ん
で
し
た
。
（
支
） 



3 

 

                             

                      

 

き
ら
り
！ 

大
石 

集 

落 

 

右
代
（
う
し
ろ
） 

【
世
帯
数
】
27
世
帯 

【
字
名
】
入
高
野
、
蝦
夷
、
芳
田
、

右
代
、
日
ノ
作
、
日
向
、
太
子
堂 

（
田
中
、
小
坂
）
※
新
道
平
は
通
称 

【
地
理
・
歴
史
】 

 

部
落
で
納
涼
祭
を
開
催
し
、
子

ど
も
に
太
鼓
を
教
え
、『
霊
山
太
鼓

ま
つ
り
』
に
第
一
回
か
ら
参
加
。 

【
建
造
物
、
史
跡
】 

 

右
代
集
会
所
、
八
百
萬
大
神
、

岩
滝
不
動
尊
（
か
つ
て
は
青
年
道

場
、
電
々
公
社
社
宅
、
赤
滝
な
ど
） 

【
行
事
】
山
の
神
講
（
2
月
）、
愛

宕
神
社
祭
礼
・
合
同
（
5
月
）、
芋

煮
会
（
10
月
）、
八
百
萬
大
神
祭
礼

（
11
月
） 

活
動
団
体 

 

濫
觴

ら
ん
じ
ょ
う

武 ぶ

楽 が
く

隊 

【
代
表
】
草
野 

常
雄
（
田
代
） 

【
設
立
】
南
北
朝
時
代
？ 

【
役
柄
】
塩
振
り
、
隊
長
、
旗
持

ち
、
武
者
、
長
刀
、
軍
配
、
さ
さ

ら
、
太
鼓
、
大
太
刀
、
二
番
太
刀
、

法
螺
貝
、
笛
、
な
ど 

【
お
も
な
活
動
】 

 
霊
山
神
社
春
季
例
大
祭
で
の

『
濫
觴
の
舞
』
奉
納 

【
一
言
】 

 

大
石
小
学
校
の
協
力
を
得
て
、

授
業
の
一
環
と
し
て
『
濫
觴
の
舞
』

を
指
導
し
、
神
社
祭
礼
に
奉
納
し

て
い
ま
す
。
地
元
大
石
の
伝
統
を

継
承
し
、
子
孫
へ
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
石
の
桜 

■
下
大
石 

 

○
代
皇
山
頂
上 

 

○
霊
山
寺
墓
所
へ
の
坂
道 

 

○
大
石
小
学
校 

■
南
方
部 

 

○
大
善
寺
（
枝
垂
れ
桜
） 

 

○
霊
山
神
社
（
神
社
下
、
登
坂
道
） 

 

○
霊
山
閣 

 

○
湧
水
の
里 

■
北
方
部 

 

○
日
影
の
枝
垂
れ
桜 

 

○
80
本
の
桜
並
木
（
杉
菜
畑
） 

  

こ
の
ほ
か
、
小
さ
な
お
堂
や
集

会
所
付
近
に
も
、
趣
き
の
あ
る
桜

が
咲
い
て
い
た
り
し
ま
す
。
ぽ
か

ぽ
か
陽
気
の
日
に
は
、
近
所
を
歩

い
て
、
地
元
の
桜
を
楽
し
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。 

 

わ
ん
こ 

ラ
ム
（
メ
ス
・
1
歳
4
ヶ
月
） 

 

種
類
：
フ
レ
ン
チ
ブ
ル
ド
ッ
グ 

 

飼
い
主
：
小
林 

静
江
さ
ん
（
西
舘
） 

 

風
物
詩 

大
石
に
も
三
春
!? 

 

梅や桜など 3 つの花が同時に咲

く「三春」が、大石でも見られ

ます（写真は昨年の出広付近） 

30 年くらい前までは納涼祭が

部落の一大イベント。現在は芋

煮会が秋の楽しみになっている 

一列に並んで太刀をかざす姿

は勇壮。黒袴に白鉢巻・白たす

き姿が霊山神社によく似合う 

 

誰にでも寄っていき、頭

をなでられると喜びます 
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お
知
ら
せ 

 

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お 

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◎
大
石
小
学
校 

■
転
入 

（
※
は
校
長
） 

※
内
山 

博
行
（
鏡
石
町
立
第
一
小
よ
り
） 

 

大
釜 

拓
（
葛
尾
村
立
葛
尾
小
よ
り
） 

 

小
野 

徳
子
（
福
島
市
立
吉
井
田
小
よ
り
） 

■
転
出 

※
佐
藤 

由
弘
（
相
双
教
育
事
務
所
へ
） 

 

渡
邉 

大
輔
（
伊
達
市
立
保
原
小
へ
） 

 

星 

沙
由
美
（
伊
達
市
立
月
舘
小
へ
） 

■
退
職 

 

藍
原 

祐
二 

◎
霊
山
総
合
支
所 

■
転
入
・
就
任 

 
橘
内 

仙
八
（
総
合
支
所
長
） 

 

渡
辺 
正
行
（
総
務
担
当
副
主
幹
） 

 

菅
野 
博
昭
（
総
務
担
当
） 

 

福
地 

知
賀
子
（
霊
山
中
央
公
民
館
） 

■
転
出 

 

阿
部  

清
（
健
康
福
祉
部
へ
） 

■
退
職 

 

菅
野 

正
俊
（
総
合
支
所
長
） 

 

三
浦 

裕
子
（
総
務
担
当
副
主
幹
） 

 

佐
藤 

裕
子
（
霊
山
中
央
公
民
館
） 

                          

 
 
 

編
集
後
記 

 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
桜
の
花
が
咲

く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
『
八
重
の
桜
』
で
は
、
会
津

藩
の
戦
い
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 

歴
史
に
あ
ま
り
明
る
く
な
い
支
援

員
は
、
福
島
の
人
が
山
口
県
を
あ
ま

り
好
ま
な
い
理
由
や
、
新
撰
組
や
白

虎
隊
の
成
り
立
ち
等
に
関
し
て
、
知

ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
河
ド
ラ
マ
を
見
て
、
そ
の
理
由
が
少

し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

福
島
が
歴
史
の
表
舞
台
に
立
っ
て
い

た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
感
慨
深
い

も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
（支
） 

  

4
月 

13(

土) 

下
大
石
振
興
会
総
会
（ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
） 

14(

日) 

北
方
部
・健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

19(

金) 

授
業
参
観
（大
石
小
） 

21(

日) 

霊
山
登
山
道
清
掃
大
作
戦
（石
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
） 

24(

水) 

行
政
推
進
員
会
議
（霊
山
中
央
公
民
館
） 

29(

祝) 

霊
山
神
社
春
季
例
大
祭
（濫
觴
の
舞
、
北
又
の
獅
子
舞
他
） 

5
月 

3(

祝) 

愛
宕
神
社
祭
礼
（楮
畑
・右
代
） 

12(

日) 

大
運
動
会
（大
石
小
） 

 

注
：
日
時
や
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

二
十
四
節
気 

○
清
明
（
せ
い
め
い
） 

4
月
5
日
頃
～ 

 
 

万
物
が
清
々
し
く
明
る
く
美
し
い
頃 

【ツ
バ
メ
、
帰
雁
、
虹
】 

○
穀
雨
（
こ
く
う
） 

4
月
20
日
頃
～ 

 
 

田
畑
の
準
備
が
整
い
、
春
の
雨
が
降
る
頃 

【ヨ
シ
、
牡
丹
、
八
十
八
夜
】 

 

濫觴（らんじょう）の舞 

霊山神社（古くは日枝神

社）や石田の鈴嶽神社に
奉納される踊り。その由来
については、北畠顕家公
が蘭陵王を舞った説、鐘
や太鼓を乱打しての「乱
声」の説、凱旋のときの踊
りと言う説、などがある。 
ちなみに、濫觴という言
葉は「らんしょう」と読み、
「揚子江も水源に遡ればさ
かずき（觴）をうかべる（濫）
ほどに微である」ことから、

「物事の始まり」の意味で
使われている。 

出典：「史跡名勝 霊山」 より 

行  

事 

予 

定 

連絡先 

960-0893 伊達市霊山町掛田字段居 45  霊山総合支所 総務担当  地域おこし支援員 樋口健司 

TEL：024-586-3401  FAX：024-586-2144  E-mail：kenji-higuchi@city.date.fukushima.jp 

次号の編集会議は、 

★4/26(金) 19:00～（ふれあいセンター） 

（部落内に変わった動物を飼っている方はい

ませんか？） 

次号(5 月号)は、5/9(木)発行予定 

【今月の記事・写真の投稿】 

大石小学校、村松初さん、大石精さん（掲載

順） 

 

ありがとう 

ございました。 


